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面積…26.44k㎡

人口…119,264人（前月比-152）

　男…  57,216人

　女…  62,048人

世帯…  48,634　　

　（平成21年12月31日現在）
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下 水 道 使 用 料 改 定 の お 知 ら せ特  集

　羽曳野市の下水道は、衛生的で快適な生活環境を確保するため、昭和
60 年より整備を開始しました。以来、皆様のご協力のもと、24 年を経過
した現在、人口整備率 73.7％、約 88,200 人が使用可能となりましたが、
整備区域のさらなる拡大に努めています。
○下水道事業費と財源
　下水道事業の費用は、下水処理場や下水道管を建設するための「建設費」
と、維持管理や借入金の返済のための「管理運営費」に分けられ、いずれ
も長い年月と多額の費用を必要とします。

　現在、汚水処理費のうち、使用料収入では 60.5％しか賄えていない状
況であり、赤字に相当する不足分を市税により補っており、下水道事業は
厳しい経営状況となっています。

下水道使用料を平成 22 年 10 月１日
使用分より改定させていただくこと
となりました。

なぜ、下水道使用料を値上げするのですか？

汚水１㎥当たりを処理するための負担割合（平成 20 年度）

汚水処理費用　181.0 円
下水道使用料

109.5 円（60.5％）
市税で負担

71.5 円（39.5％）

このままの状況が続くと、下水
道事業のために市税負担がさら
に増え、市の財源を使ってしま
うため、本来の市民サービスが
低下することになります。

下水道

事業費

建設費
下水処理場や下水道管の建設

・国庫補助金
・市債（借入金）
・受益者負担金
・市税など

管理運営費
施設の維持管理や借入金の返済

・下水道使用料
・市税など

○建設費の財源（平成 20 年度）
 建設費（19.5 億円）

国庫補助金
4.2 億円 (21%)

市債（借入金）
１２.8 億円 (66%)

受益者負担金
市税など
2.5 億円
（13％）

○管理運営費の財源（平成 20 年度）
　管理運営費のうち家庭や事業所な
どから出る汚水をきれいな水にする
ための汚水処理費は、施設の維持管
理や市債（借入金）の返済などがあ
り「受益者負担の原則」により、本
来は下水道使用料で賄うこととなっております。
　しかし、下水道の普及と共に汚水処理費は年々増加しており、下水道使
用料収入だけでは賄えていない厳しい状況です。
　このような状況を改善し、下水道事業の健全化を図るため、平成 22 年
10 月１日より使用料の改定をさせていただくこととなりました。

汚水処理費用　189.7 円
下水道使用料

139.1 円（73.3％）
市税で負担

50.6 円（26.7％）

現行使用料（平成 20 年度） 使用料値上げ後（平成 24 年度）

下水道使用料収入 実際の市税負担分
8.4 億円 14.1 億円

 管理運営費（22.5 億円）
汚水処理費

13.9 億円（62％）
雨水処理費等

8.6 億円（38％）
本来の下水道使用者負担分 市税負担分

→
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下 水 道 使 用 料 改 定 の お 知 ら せ
いつから値上げになりますか？

急激な負担を緩和するため、平成 22 年 10 月 1 日から３年にわたる段階的な値上げとなります。

平成 22 年、平成 23 年、平成 24 年の各年 10 月１日ご使用分からの値上げとなります。

どれぐらいの値上げになりますか？

　値上げ（改定）率は、使用される水量により若干の違いがありますが、現行使用料より 3 か年で
27％の値上げとなります。

◎ 1 カ月に 20 ㎥使用した場合の一般用下水道使用料（消費税含む）

現行と改定後との比較するとどうなりますか？

改　　定　　日 現 行 使 用 料 よ り の
改 定 率 ( 平 均 改 定 率 ) ２ ０ ㎥ 使 用 料 現 行 使 用 料

と の 差 額
現 行 使 用 料 ― １, ６８０円 ―

平成 22 年 10 月１日より ９％ ( 8.65％ ) １, ８２８円 １４８円
平成 23 年 10 月１日より １８％ (17.70％ ) １, ９７９円 ２９９円
平成 24 年 10 月１日より ２７％ (26.75％ ) ２, １２９円 ４４９円

使用者の皆様にはご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

汚れた水は、下水道管を通り処理
場できれいな水にして川に放流し
ます。
雨水はそのまま川に放流します。

　平成 22 年 1 月 1 日現在、１カ月当たりの 20 ㎥使用料は、大阪府下 43 市町村中、上位より 33 番目となっ
ていますが、3 年後には 16 番目となります。
　また、汚水 1 ㎥当たりを処理するための負担についても、使用料割合が 73.3％に増加し、市税負担が約２1
円減少する見込みとなります。

下水道使用量（1 カ月 20 ㎥使用料・消費税含む）
　　　　　　　　　　　平成 22 年 1 月 1 日現在

3,000 円 2,500 2,000 1,500 0

27％値上げ後（16 位）

羽 曳 野 市 （33 位）

大阪府平均

南河内平均

府下最高額


